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ある魚類の総称。身が雪のように白いこと
や、冬に多く獲れることから和製漢字では
「鱈」と表記される。

江戸時代に発達した色彩豊かな風俗画のこと。特に遊女・
役者などが描かれた。

夜さり来い(夜にいらっしゃい)という古語
が変化した言葉。高知県の「○○○○祭
り・○○○○節」など。

八本足の海産軟体動物の総称。煮ると赤くなり、足に吸盤
がある。

予定された期日や時間に遅れること。ま
た、⾧引くこと。

化学において、塩基と対になってはたらく物質のこと。青
色リトマス紙はこれに反応することで赤色に変化する。

海の水が満ちたり引いたりすること。また
その水そのもののこと。

眠っている間に無意識に発する言葉。また、ばかばかしい
言い分、たわごと。

道理にかなっていること。論理的に正当で
あること。「○○的」。

○○科の植物の果実の総称。スイカやメロンなどもこれに
属する。

ペリカン目トキ科の鳥。学名はニッポニア
ニッポン（Nipponia nippon）。朱色の皮
膚が露出した顔が最大の特徴。

インターネットでに接続された状態のこと。「○○○○○
ゲーム」など。

よこのカギ たてのカギ
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